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LIA-600 液化石油ガス用ガス漏れ警報遮断装置検査規程 読み替え対照表（令和 7年 9月 1日改正） 

 
附 則  ガス漏れ警報器及び感震器ガス流量確認遮断機能性能確認検査基準 

    この基準は、液化石油ガス用ガス漏れ警報遮断装置のうち、ガスメータ内蔵型であって超音波式流量計を

有するものについて、Ⅰの第22項及びⅣ(2)追加基準の第Ｂ項を下記のとおり読み替え、技術上の基準、検

査の方法及び検査の合格基準とする。 

 

 
読み替え後 読み替え前 

技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 

22 遮断装置のガス漏れ警報遮断の

作動は、確実に作動するものである

こと。 

(1) 遮断装置のガス漏れ警報遮断

の作動に要する時間は、通常の

使用状態において連続して警報

を発してから25秒以上60秒以内

にガス通路を遮断するものであ

ること。 

22(1) 標準点検ガス等により連続し

て警報を発し始めたときから25

秒以上60秒以内にガス通路を遮

断することについて、次表の遮断

部の型式に応じた試験圧力を加

えた状態で行い、目視等により遮

断することを確認すること。 

この場合、(2)に定めるガス流

量確認遮断機能を有するものに

あっては、当該機能を解除した状

態で行うこと。 

 

 

22(1) Ｂ欄に掲げる方法により試験

を行い、基準に適合することを確

認したものをもって合格したも

のとする。 

 

 

22 遮断装置のガス漏れ警報遮断の

作動は、確実に作動するものである

こと。 

(1) 遮断装置のガス漏れ警報遮断

の作動に要する時間は、通常の

使用状態において連続して警報

を発してから25秒以上60秒以内

にガス通路を遮断するものであ

ること。 

22(1) 標準点検ガス等により連続し

て警報を発し始めたときから25

秒以上60秒以内にガス通路を遮

断することについて、次表の遮断

部の型式に応じた試験圧力を加

えた状態で行い、目視等により遮

断することを確認すること。 

この場合、(2)に定めるガス流

量確認遮断機能を有するものに

あっては、当該機能を解除した状

態で行うこと。 

 

 

22(1) Ｂ欄に掲げる方法により試験

を行い、基準に適合することを確

認したものをもって合格したも

のとする。 

 

 

(2) ガス漏れ警報器からの遮断信

号とガスメータを流れるガス流

量の有無を判断して論理的にガ

スを遮断する機能（以下「ガス流

量確認遮断機能」という。）を有

するものにあっては、次に掲げ

るものであること。 

(2) ガス流量確認遮断機能を有す

ることについては、説明資料等に

より確認すること。 

 

(2) 説明資料等により確認したも

のをもって合格したものとする。 

 

 

 

 

(2) ガス漏れ警報器からの遮断信号

とガスメータを流れるガス流量の

有無を判断して論理的にガスを遮

断する機能（以下「ガス流量確認

遮断機能」という。）を有するもの

にあっては、次に掲げるものであ

ること。 

(2) ガス流量確認遮断機能を有す

ることについては、説明資料等

により確認すること。 

 

(2) 説明資料等により確認したも

のをもって合格したものとする。 

 

 

 

 

イ 当該機能は、設定器等によ

り選択できるものであること。 

イ 設定器等によりガス流量確

認遮断機能を選択できること

については、当該機能を選択し

て下記、ロの試験を行うこと及

び当該機能を解除して(1)の作

動試験を行うことにより確認

すること。 

イ 設置器等によりガス流量確

認遮断機能を選択して下記ロ

の試験を行い、当該機能を解除

して(1)の作動試験を行い、そ

れぞれ当該基準に適合してい

ることを確認したものをもっ

て合格したものとする。 

イ 当該機能は、設定器等により

選択できるものであること。 

イ 設定器等によりガス流量確

認遮断機能を選択できること

については、当該機能を選択

して下記、ロの試験を行うこ

と及び当該機能を解除して

(1)の作動試験を行うことに

より確認すること。 

イ 設置器等によりガス流量確

認遮断機能を選択して下記ロ

の試験を行い、当該機能を解

除して(1)の作動試験を行い、

それぞれ当該基準に適合して

いることを確認したものをも

って合格したものとする。 

遮断部の型式 試験圧力 

高圧用 0.8 MPa 以上 

中圧用 0.07 MPa 以上 

低圧用 2.8 kPa 以上 

 

遮断部の型式 試験圧力 

高圧用 0.8 MPa 以上 

中圧用 0.07 MPa 以上 

低圧用 2.8 kPa 以上 
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読み替え後 読み替え前 

技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 

ロ ガス流量確認遮断機能は、

確実に作動するものであるこ

と。 

 

ロ ガス漏れ警報器に係るガス

流量確認遮断機能が確実に作

動することについては、(1)に

掲げる遮断部の型式に応じた

試験圧力を加えた状態で、ガ

ス漏れ警報器が鳴動し続けて

いる場合において、次表の各

パターンに対応する時間で作

動することを確認すること。 

 

ロ Ｂ欄に掲げる方法により試

験を行い、当該基準に適合し

ていることを確認したものを

もって合格したものとする。 

 

ロ ガス流量確認遮断機能は、

確実に作動するものであるこ

と。 

 

ロ ガス漏れ警報器に係るガス

流量確認遮断機能が確実に作

動することについては、(1)に

掲げる遮断部の型式に応じた

試験圧力を加えた状態で、ガ

ス漏れ警報器が鳴動し続けて

いる場合において、次表の各

パターンに対応する時間で作

動することを確認すること。 

 

ロ Ｂ欄に掲げる方法により試

験を行い、当該基準に適合し

ていることを確認したものを

もって合格したものとする。 

ただし、Ｂ欄表中の1パル

ス以上の流量とは、1周期計

量体積の1.5倍の流量を当該

監視時間内に流すことをい

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

パターン 前監視時間内の試験流量   後監視時間内の試験流量 作 動 時 間 

パターン１ 無し 無し 後監視時間終了時 

パターン２ 無し 所定流量以上 後監視時間内 

パターン３ 所定流量以上 所定流量以上又は無し 
ガス漏れ警報器鳴動後

25 秒以上 60 秒以内 

注1) 前監視時間とは、ガス漏れ警報器鳴動後の遅延時間経過後を基点として30秒前までの時間をいう。 

2) 後監視時間とは、ガス漏れ警報器鳴動後の遅延時間経過後を基点として4分後までの時間をいう。 

3) 所定流量は21L/hとし、30秒以上継続して流すこと。 

パターン 前監視時間内の試験流量   後監視時間内の試験流量 作 動 時 間 

パターン 1 無し 無し 後監視時間終了時 

パターン 2 無し 1 パルス以上 後監視時間内 

パターン 3 1 パルス以上 1 パルス以上又は無し 
ガス漏れ警報器鳴動後

25 秒以上 60 秒以内 

注 1) 前監視時間とは、ガス漏れ警報器の種類に応じて次のいずれかとする。 

① 遅延発信型ガス漏れ警報器の場合、ガス漏れ警報器から遮断信号入力時を基点として 2分前まで

の時間をいう。 

② 即時発信型ガス漏れ警報器の場合、ガス漏れ警報器からの遮断信号入力後の遅延時間終了時を基

点として 2分前までの時間をいう。 

2) 後監視時間とは、ガス漏れ警報器の種類に応じて次のいずれかとする。 

① 遅延発信型ガス漏れ警報器の場合、ガス漏れ警報器からの遮断信号入力時を基点として 4分後ま

での時間をいう。 

② 即時発信型ガス漏れ警報器の場合、ガス漏れ警報器からの遮断信号入力後の遅延時間終了時を基

点として 4分後までの時間をいう。 
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Ⅳ 感震器を内蔵したものに限る。 
(2) 追加基準 

読み替え後 読み替え前 

技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 

Ｂ 感震器からの遮断信号とガス

メータを流れるガス流量の有無

を判断して論理的にガスを遮断

する機能（以下「ガス流量確認遮

断機能」という。）を有するものに

あっては、次に掲げるものである

こと。 

Ｂ ガス流量確認遮断機能を有する

ことについては、説明資料等によ

り確認すること。 

Ｂ 感震器からの遮断信号とガス

メータを流れるガス流量の有無

を判断して論理的にガスを遮断

する機能（以下「ガス流量確認遮

断機能」という。）を有するものに

あっては、次に掲げるものである

こと。 

Ｂ 感震器からの遮断信号とガス

メータを流れるガス流量の有無

を判断して論理的にガスを遮断

する機能（以下「ガス流量確認遮

断機能」という。）を有するものに

あっては、次に掲げるものである

こと。 

Ｂ ガス流量確認遮断機能を有する

ことについては、説明資料等によ

り確認すること。 

Ｂ 感震器からの遮断信号とガス

メータを流れるガス流量の有無

を判断して論理的にガスを遮断

する機能（以下「ガス流量確認遮

断機能」という。）を有するものに

あっては、次に掲げるものである

こと。 

(1) 当該機能は、設定器等により選

択できるものであること。 

(1) 設定器等によりガス流量確認遮

断機能を選択できることについて

は、当該機能を選択して下記(2)の

試験を行うこと及び当該機能を解

除してＡの作動試験を行うことに

より確認すること。 

(1) 設定器等によりガス流量確認

遮断機能を選択して下記(2)の試

験を行い、当該機能を解除して前

記Ａの試験を行い、それぞれ当該

基準に適合していることを確認し

たものをもって合格したものとす

る。 

(1) 当該機能は、設定器等により選

択できるものであること。 

(1) 設定器等によりガス流量確認遮

断機能を選択できることについて

は、当該機能を選択して下記(2)の

試験を行うこと及び当該機能を解

除してＡの作動試験を行うことに

より確認すること。 

(1) 設定器等によりガス流量確認

遮断機能を選択して下記(2)の試

験を行い、当該機能を解除して前

記Ａの試験を行い、それぞれ当該

基準に適合していることを確認し

たものをもって合格したものとす

る。 

(2) ガス流量確認遮断機能は、確実

に作動するものであること。 
(2) 感震器連動遮断に係るガス流量

確認遮断機能が確実に作動するこ

とについては、次に掲げる方法に

より確認すること。 

a. 遮断装置に空気又は不活性

ガスにより 22(1)に掲げる遮断

部の型式に応じた試験圧力を

加えた状態で正弦波周期が 0.3

秒から 0.7 秒の範囲内におい

て水平振動加速度を全方向に

毎秒 9ガルから毎秒 11 ガルの

割合で漸増した時、次表の各

パターンに対応する作動状態

となることを確認すること。 

(2) Ｂ欄に掲げる方法により試験を

行い、当該基準に適合しているこ

とを確認したものをもって合格し

たものとする。 

 

(2) ガス流量確認遮断機能は、確実

に作動するものであること。 
(2) 感震器連動遮断に係るガス流量

確認遮断機能が確実に作動するこ

とについては、次に掲げる方法に

より確認すること。 

a. 遮断装置に空気又は不活性

ガスにより 22(1)に掲げる遮断

部の型式に応じた試験圧力を

加えた状態で正弦波周期が 0.3

秒から 0.7 秒の範囲内におい

て水平振動加速度を全方向に

毎秒 9ガルから毎秒 11 ガルの

割合で漸増した時、次表の各

パターンに対応する作動状態

となることを確認すること。 

 

(2) Ｂ欄に掲げる方法により試験を

行い、当該基準に適合しているこ

とを確認したものをもって合格し

たものとする。 

ただし、Ｂ欄表中の1パルス以

上の流量とは、1周期計量体積の

1.5倍の流量を当該監視時間内に

流すことをいう。 
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読み替え後 読み替え前 

技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 遮断装置に空気又は不活性ガ

スにより 22(1)に掲げる遮断部

の型式に応じた試験圧力を加え

た状態で正弦波周期が 0.05 秒

から 0.7 秒の範囲内において水

平振動加速度を全方向に毎秒 9

ガルから毎秒 11 ガルの割合で

漸増した時、次表の各パターン

に対応する作動状態となること

を確認すること。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 遮断装置に空気又は不活性ガ

スにより 22(1)に掲げる遮断部

の型式に応じた試験圧力を加え

た状態で正弦波周期が 0.05 秒

から 0.7 秒の範囲内において水

平振動加速度を全方向に毎秒 9

ガルから毎秒 11 ガルの割合で

漸増した時、次表の各パターン

に対応する作動状態となること

を確認すること。 

 

 

(3) 感震器及びガス漏れ警報器に係

るガス流量確認遮断機能を有する

ものにあっては、それぞれの機能

がお互いに影響しないものである

こと。 

(3) 説明資料等により確認するこ

と。 

(3) 説明資料等により確認したもの

をもって合格したものとする。 

(3) 感震器及びガス漏れ警報器に係

るガス流量確認遮断機能を有する

ものにあっては、それぞれの機能

がお互いに影響しないものである

こと。 

(3) 説明資料等により確認するこ

と。 

(3) 説明資料等により確認したもの

をもって合格したものとする。 

以上 

パターン 
前監視時間内

の試験流量 

後監視時間内

の試験流量 

周 期 

（秒） 

水平振動 

加速度（ガル） 
動作状態 

パターン１ 無し 無し 
0.3，0.5 及び

0.7 

80 以上 

250 以下 
未 作 動 

パターン２ 無し 所定流量以上 
0.3，0.5 及び

0.7 

80 以上 

250 以下 

作 動 

(試験流量検

知時) 

パターン３ 所定流量以上 － 
0.3，0.5 及び

0.7 

80 以上 

250 以下 

作 動 

(感震器作動

判定時) 

注1) 前監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として30秒前までの時間をいう。 

2) 後監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として2分後までの時間をいう。 

3) 所定流量は、21L/hとし、30秒以上継続して流すこと。 

パターン 
前監視時間内の

試験流量 

後監視時間内

の試験流量 

周 期 

（秒） 

水平振動加速度 

（ガル） 
動作状態 

パターン１ 無し 所定流量以上 

0.1，0.2，0.3

及び 0.7 
 80 未満 

未 作 動     0.067 180 未満 

0.05 330 未満 

パターン２ 所定流量以上 － 

0.1，0.2，0.3

及び 0.7 
 80 未満 

未 作 動     0.067 180 未満 

0.05 330 未満 

注1) 前監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として30秒前までの時間をいう。 

2) 後監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として2分後までの時間をいう。 

3) 所定流量は、21L/hとし、30秒以上継続して流すこと。 

パターン 
前監視時間内

の試験流量 

後監視時間内

の試験流量 

周 期 

（秒） 

水平振動 

加速度（ガル） 
動作状態 

パターン１ 無し 無し 
0.3，0.5 及び

0.7 

80 以上 

250 以下 
未 作 動     

パターン２ 無し １パルス以上 
0.3，0.5 及び

0.7 

80 以上 

250 以下 

作 動 

(試験流量検

知時) 

パターン３ １パルス以上 － 
0.3，0.5 及び

0.7 

80 以上 

250 以下 

作 動 

(感震器作動

判定時) 

注１) 前監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として 2分前までの時間をいう。 

 ２) 後監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として 2分後までの時間をいう。 

パターン 
前監視時間内の

試験流量 

後監視時間内

の試験流量 

周 期 

（秒） 

水平振動加速度 

（ガル） 
動作状態 

パターン１ 無し 1 パルス以上 

0.1，0.2，0.3

及び 0.7 
 80 未満 

未 作 動     0.067 180 未満 

0.05 330 未満 

パターン２ 1 パルス以上 － 

0.1，0.2，0.3

及び 0.7 
 80 未満 

未 作 動     0.067 180 未満 

0.05 330 未満 

注１) 前監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として2分前までの時間をいう。 

２) 後監視時間とは、感震器の作動判定時を基点として2分後までの時間をいう。 

 


